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【第221回国会】令和８年３月５日（木）、第６回の委員会が開かれました。 

 

１ 令和８年度一般会計予算 

令和８年度特別会計予算 

令和８年度政府関係機関予算 

・警察庁、こども家庭庁、デジタル庁、文部科学省及び厚生労働省について、説明を聴取した後、松本

文部科学大臣、上野厚生労働大臣、松本国務大臣、あかま国務大臣、黄川田国務大臣、尾崎内閣官房

副長官、鈴木内閣府副大臣、栗原厚生労働大臣政務官及び政府参考人に一般的質疑（省庁別審査）を

行いました。 

（質疑者）鬼木誠君（自民）、泉健太君（中道）、早稲田ゆき君（中道）、平林晃君（中道）、伊東信久君

（維新）、岡野純子君（国民）、豊田真由子君（参政）、高山聡史君（みらい）、畑野君枝君（共

産） 

 

（質疑者及び主な質疑事項） 

（一般的質疑（省庁別審査）） 

 

警察庁、こども家庭庁、デジタル庁、文部科学省及び厚生労働省 

 

鬼木誠君（自民） 

 

（１） 令和７年度補正予算における医療機関等への賃上げや物価上昇に関する支援施策の執行状況 

（２） 令和８年度診療報酬改定の意義 

（３） 健康保険法等の改正 

ア 今国会に提出予定の健康保険法等の一部を改正する法律案による制度改革の趣旨及び目的 

イ 分娩費用を保険適用とする制度改正について、産科医療機関が不安を感じないようメッセージを

発出することについての上野厚生労働大臣への要請 

ウ 改正法案における高額療養費制度の見直しの内容 

（４） 労働者の心身の健康を守りながら多様で柔軟な働き方を実現する働き方改革の見直しに向けた政府

の取組 

（５） 薬価が引き下げられることにより結果としてドラッグラグ等の問題につながることから、薬価の面

から創薬を後押しすることが必要との意見に対する上野厚生労働大臣の見解 

（６） 介護人材不足の状況は地域により異なるため、地域ごとに効果的な人材確保の取組を地域の関係者

が検討して進めることの重要性 

 

泉健太君（中道） 

 

（１） 警察庁関係予算 

ア ウェアラブルカメラを全都道府県警察に展開するための予算を令和８年度予算に計上すべきとの

意見に対するあかま国務大臣の見解 

イ 現時点での全都道府県警察における中国製ドローンの導入状況 

（２） ドクターヘリ 

ア 関西広域連合及び東京都がドクターヘリの運航を委託する民間の航空会社において整備士の確保

ができず運航休止となった事態を踏まえ、パイロットや整備士の待遇改善に係る経費についてもド

クターヘリ運航体制緊急支援事業の補助対象とすべきとの意見に対する上野厚生労働大臣の見解 

イ ドクターヘリの運航に係る人材の待遇改善に対して国が補助を行うとの理解に対する上野厚生労

働大臣の認識 
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（３） グローバル・スタートアップ・キャンパス構想 

ア 令和４年の基金造成以降、事業の執行が低調で基金残高が 636 億円に上るにもかかわらず、国庫

返納が行われておらず、行政改革推進会議で定められたいわゆる基金の３年ルールを逸脱している

状況に対する松本文部科学大臣の見解 

イ 小野田国務大臣が記者会見で伊藤穣一氏とエプスタイン文書の関係について調査するとした発言

の真偽 

ウ グローバル・スタートアップ・キャンパス構想における伊藤穣一氏の関与の実態について改めて

確認する必要性 

 

早稲田ゆき君（中道） 

 

（１） 旧統一教会 

ア ３月４日に決定した東京高裁の旧統一教会に対する解散命令及び多くの被害が出ている旧統一教

会についての松本文部科学大臣の見解 

イ 旧統一教会の「ＴＭ特別報告」に記載された天皇制撤廃に対する我が国の立場 

ウ 高市内閣総理大臣は令和４年の自由民主党による調査に対して旧統一教会との接点はないと回答

した一方で、世界日報のインタビューを５回も受け、また世界平和連合奈良県連合会から合計 10万

円のパーティー券を購入してもらったことに対する松本文部科学大臣の受け止め 

エ 旧統一教会問題に関する当委員会における集中審議の要請 

オ 松本文部科学大臣、松本国務大臣、上野厚生労働大臣、あかま国務大臣及び黄川田国務大臣と旧

統一教会とのこれまでの関係性 

（２） 高額療養費制度の見直しにより、多数回該当の場合の患者の自己負担上限額は据え置かれ非該当者

にとっても年間上限額が新設されるものの、月額の自己負担額はほとんどの患者において支払能力に

対する医療費の支払割合が 40％を超えることとなり、ＷＨＯが定義する「破滅的医療支出」に該当す

る状況となるおそれがあることに対する上野厚生労働大臣の見解 

 

平林晃君（中道） 

 

（１） ＡＩ政策の推進 

ア デジタル庁によるガバメントクラウド等の政府情報システムの共通化がもたらす経費削減効果に

対する定量的評価 

イ デジタル庁の生成ＡＩ利用環境「源内」による、行政業務の支援の高度化及びＡＩ側が行政職員

を導く役割を担うといった主体的活用の可能性に対する松本国務大臣の見解 

ウ 「人工知能関連技術の研究開発及び活用の推進に関する法律」（ＡＩ新法） 

ａ ＡＩ新法により目指す「世界で最もＡＩを開発・利用しやすい国」の意味、具体的な国家像及

びその目標達成度を測る評価指標 

ｂ ＡＩ新法に罰則を設けていない中で、海外事業者による法令遵守についての現状認識及び促進

するための対応策 

（２） 学術研究体制の強化 

   ア 国立大学運営費交付金の増額が、期待されている基礎研究の充実等に充てるのに十分であること

に対する松本文部科学大臣の認識 

イ 新たな研究領域の創出が比較的弱いため、その継続的な支援に向けた令和８年度予算における施

策内容 

ウ 研究政策の立案側と研究現場との間に乖離があることを踏まえて双方のコミュニケーション強化

を図るべきとの意見に対する松本文部科学大臣の見解 
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伊東信久君（維新） 

 

  ヒトゲノム編集規制 

ア 人の受精卵へのゲノム編集技術の利用に対して法的規制を導入することとした背景及び検討にお

ける議論の内容 

イ 生命倫理と科学技術の発展の両立を図るための基礎研究を妨げないゲノム編集規制の具体的な検

討内容 

ウ 胎盤形成の有無を基準として人の受精卵を動物の胎内に戻す研究を行うことの可否 

エ ゲノム編集規制における科学的根拠（ＥＢＭ）に基づく対象範囲の設定及び設定における技術的

妥当性の担保の在り方 

オ ゲノム編集規制を踏まえた個別化医療の推進とともにゲノム医療を受ける側である国民の理解の

醸成を含む総合的な対応が必要との意見に対する上野厚生労働大臣の見解 

 

岡野純子君（国民） 

 

（１） 妊娠、出産の希望を実現するための環境整備 

ア 卵子凍結 

ａ 令和７年度補正予算で認められた「卵子凍結による妊孕性（にんようせい）温存等に係る課題

検証のためのモデル事業」の対象者には、社会的事情により妊娠、出産の時期を先送りせざるを

得ない女性も含むことについての正否 

ｂ 同モデル事業で普及啓発しようとする卵子凍結に関する正しい知識の具体的内容 

イ 若い人が希望しても妊娠、出産できない原因となっている社会構造的な課題に対する取組内容 

ウ プレコンセプションケア（妊娠、出産に関する健康教育） 

ａ プレコンセプションケアを強力に推進すべきとの指摘に対するこども家庭庁の見解 

ｂ 中学校と高等学校の保健体育の授業における、加齢による妊孕性低下のリスク等の妊孕性教育

の実態及び教科書や教育現場における妊娠、出産に係る科学的知見をアップデートしていく必要

性 

ｃ 男性の生殖年齢に関する問題について、その認識及び男性の加齢による妊孕性の低下があるに

もかかわらず出産に関する責任が女性だけに偏りがちな構造を是正する必要性 

（２） いじめ対策 

ア 現在のいじめの実態及び課題に対する認識 

イ 当事者である学校とは独立した通報窓口、いじめ事案の調査及び対応を行う第三者機関を整備す

る必要性 

ウ スクールカウンセラーやスクールソーシャルワーカー等の常勤化など文部科学省として人的体制

を拡充する考えの有無 

エ いじめから児童生徒を強く守るためのスクールポリス導入のメリット、デメリット及び導入予定

の有無 

オ ネットいじめの現状や課題についての認識及び関係省庁が連携した横断的対応の取組状況 

カ 重大ないじめ行為があった場合における加害行為を行った児童生徒への対応の在り方及び更生教

育プログラムの体系化の重要性 

 

豊田真由子君（参政） 

 

医療・介護 

ア 日本の医療の課題及びそれに対する取組についての上野厚生労働大臣の見解 

イ 公的保険事業の持続可能性のため、病院や介護施設への人材紹介手数料に対して厳格な規律を設
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けるべきとの意見に対する上野厚生労働大臣の見解 

ウ ケアマネージャーの業務及び更新研修の負担軽減のための取組の方向性 

 

高山聡史君（みらい） 

 

（１） 病児保育 

ア 病児保育について、利用したいときに利用できない状況が拡大している及び病児保育施設へ容易

にアクセスできる等の観点から、実態を定量的に把握する必要性 

イ 施設の空き状況の探しやすさ等の利用者の利便性を高めるための取組状況及び今後の改善点につ

いての黄川田国務大臣の見解 

（２） ＡＩ・フォー・サイエンス 

   ア 米国や中国のＡＩに対する投資規模が我が国の数十倍に上る一方、科学研究にＡＩの利活用を図

るＡＩ・フォー・サイエンスをめぐる現在の投資額で世界の科学研究をリードする可能性について

の松本文部科学大臣の率直な認識 

   イ 危機管理投資及び成長投資に関する当委員会における集中審議の要請 

（３） 全国全ての自治体においてＰＭＨ（自治体・医療機関等をつなぐ情報連携システム）が利用可能に

なる具体的な時期及び今後の取組方針 

 

畑野君枝君（共産） 

 

教員不足への対応 

ア 教員不足の原因には厳しい勤務実態があるとの考えに対する松本文部科学大臣の認識 

イ 過酷な勤務実態を解消するには正規の教員を増やし授業の持ちこま数を減らすことが必要との考

えを踏まえた対応についての松本文部科学大臣の見解 

ウ 小学校で少人数学級が進むことが歓迎される一方、未だ教員が足りない現状への対応方針 

エ 産休や育休の取得による代替教員を適切に確保する必要性 

オ 授業の量に見合った教員の基礎定数を増やす等の抜本的な正規職員の増員に向けて踏み出すべき

との意見に対する松本文部科学大臣の見解 

 


